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功序列賃金」の事実上の崩壊にある。図２より、2019 年の 1−9 月に希望・早期退職者
 
1  厚労省「働き方改革実現会議」 
2  厚労省「モデル就業規則」 
 4 
を募集した上場企業は 27 社に達し、対象人数は 1 万 342 人と 6 年ぶりに 1 万人に達し
た。 
 































































































































HRM(Human Resource Management)に 2 分される。 





































































「quantum leap experience」といい、Center for Creative Center（以下、CCL）とい
う機関が、米国のエグゼクティブ 191 人に業務上での印象的な経験とそこからの学び






（経験）に大別され、そこから 13 のレッスン（教訓）が得られることを示唆した。 
金井・古野（2001）は、その調査を受けて企業のトップ層（19 社 20 名）と国内を
代表するリーディングカンパニーのミドル層（10 社 26 名）を対象に CCL と同様にイ
ンタビュー形式で調査を行った。彼らの調査では、CCL で大別された 23 のイベントと
13 のレッスンの他に新たなイベントやレッスンが見出された。これらの研究より、







２. ３ 「副業の実態」   








（注）１.１次産業は農林水産業、2 次産業は鉱業・採石業・砂利採取業、建設業、製造業、3 次産業はその他としている。 
































































２．４  「副業と人材育成」 


























３ 仮説及び検証方法  


















てもおよそ 1 時間程度である。インタビュー内容は全て了承のもとで録音した。 















































































対象 A B C D E F G H I
性別 男 男 男 男 男 男 女 女 女
年齢 ２０代 ３０代 ４０代 ２０代 ３０代 ５０代 ４０代 4０代 40代
分類 複業 複業 複業 複業 複業 複業 複業 複業 複業
本業形態 雇用型 雇用型 雇用型 雇用型 請負型 雇用型 雇用型 雇用型 雇用型
副業形態 雇用型 請負型 請負型 請負型 雇用／自営 請負型 自営型 請負型 自営型/請負
本業の状況 転職 転職 独立予定 独立 継続 継続 継続 継続 継続










































































































４．１  調査結果 


































技術ノウハウの習得 1 1 2 2.94
関与している仕事全般 0 0.00
戦略的考え方 0 0.00




問題解決をさせる 1 1 1.47
幹部のあり方 0 0.00
幹部との仕事の仕方 1 1 1.47
交渉時の戦略 1 1 1 3 4.41
権威の及ばない相手を扱う 0 0.00
他人の考えを理解する 1 1 1 1 4 5.88
対立・紛争時に対応する 0 0.00
部下指導 1 1 1.47
他人を育成する 1 1 1.47
出来の悪い部下に対応する 0 0.00
メンター（社外の）(CCL) 1 1 1.47





自分に対する信頼 1 1 1.47
自分ではどうすることもできない状況に対処する 0 0.00
逆境に負けない 1 1 1.47
曖昧な状況に対処する 0 0.00
権力の使用、権力の濫用 0 0.00
仕事と私生活のバランス 1 1 1 3 4.41
自分にとって本当にやり甲斐のある仕事を知る 1 1 2 2.94
自分の限界と盲点 1 1 1.47
自分のキャリアを自分で管理する 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9 13.24
チャンスだと判断し、それを掴む 0 0.00
発想の転換 0 0.00
視界の変化（CCL) 1 1 1 1 1 5 7.35
★ライフミッションの発見　 1 1 1 3 4.41
★スキルの幅 1 1 2 2.94
★自分の能力の相対化 1 1 1.47
★人脈形成（本業とは別の） 1 1 1 1 1 1 6 8.82
★経営者との交流(顧客） 1 1 2 2.94
★複数の役割をこなす 1 1 2 2.94
★チャレンジング精神 1 1 1.47
★自分の市場価値を知る 1 1 1 1 1 1 6 8.82
★意思決定ができる 1 1 2 2.94
★タイムマネジメント 1 1 1 1 4
合計 6 6 10 4 8 7 12 6 9 68 100.00
% 8.82 8.82 14.71 5.88 11.76 10.29 17.65 8.82 13.24 100.00



































































































































































































       





















③ 対象者 C 
「★自分の市場価値を知る」「技術ノウハウの習得」 
 
「社会人になってからはベンチャー企業で C 社の前の社長の D さんなどと一緒に仕事
をしていた。IPO もそこで経験しました。そもそもそのベンチャー企業は優秀な人間
 
5 尾原和啓 執筆家・IT 批評家。マッキンゼー・アンド・カンパニーやリクルート、
楽天など 12 回もの転職経験を持つ。 
































































































































































する。   
























































































































あれば、決まる前から相談がくることもある。A パートナーズとは 9 年くらい付き合


































































































































































































































































































































































































































































































































４．３  考察 















A B C D E
























































































人の考えを理解する」という項目については、G が MR 向けの研修指導、H はキャリア










男 合計６人 女 合計３人
大項目 人数 大項目 人数
個人の気づき 6 個人の気づき 3
個人の気づき 5 人的な関係 3
個人の気づき 3 人的な関係 2



































２０代 合計２人 ３０代 合計２人
大項目 人数 大項目 人数
個人の気づき 2 個人の気づき 2
人的な関係 1 個人の気づき 2
人的な関係 1 人的な関係 1
人的な関係 1 人的な関係 1
個人の気づき 1 個人の気づき 1
個人の気づき 1 個人の気づき 1
個人の気づき 1 個人の気づき 1
個人の気づき 1 業務遂行 1




４０代 合計４人 ５０代 合計１人
大項目 人数 大項目 人数
個人の気づき 4 業務遂行 1
人的な関係 4 人的な関係 1
個人の気づき 3 個人の気づき 1
個人の気づき 3 業務遂行 1








































離職 合計４人 継続 合計５人
大項目 人数 大項目 人数
個人の気づき 4 個人の気づき 5
個人の気づき 3 人的な関係 4
人的な関係 2 人的な関係 3
個人の気づき 2 個人の気づき 3
















































自営 合計３人 雇用 合計１人 請負 合計５人
大項目 人数 大項目 人数 大項目 人数
個人の気づき 3 人的な関係 1 個人の気づき 5
個人の気づき 2 個人の気づき 1 人的な関係 4
個人の気づき 2 個人の気づき 1 個人の気づき 4
人的な関係 2 個人の気づき 1 人的な関係 2
業務遂行 2 個人の気づき 1 人的な関係 2
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「2013 年 d 社に入社しました。ネクストリーダープログラムという幹部養成コースでの採
用でした。大体２００人くらいの中から５人が選抜されるものです。４０歳で執行役員に
なるというプログラムでした。そのプログラムの中で、最初は関連会社の冷凍食品の会社

































































































































































































































































































































































































































































「2 年目になって、兼業が認められて 2 年目なわけですが、自分のスキルに対してお金を
もらっているということを感じます。会社としてはそれなりにもらっていますが、では外
での私の価値は何かっていう視線、視点が自分の中で移っている感じがします。コーチと

























































































































































































































































































































































⑧ 対象者 H  
 
本業ではなく、副業として h 社で働く人はいますか？ 
 

































































































































































































「私はもともと新卒で製薬会社に入り 4 年勤めて、今の i 社に入社しました。もともと研



















































































































































i 社さんは B to C ビジネスだと思いますが、ヨガの生徒は当然 i 社のお客さんだと思いま
す。その繋がりを出すことはありますか？インスラクターをする上で i 社の仕事を出した
りすることはありますか？ 
 
「昔は伝えていなかったが、最近は言っていますね。聞かれたら答えますね。自分から積
極的に言うわけではないですけど。私が PR 室に来た中でいちばん大きな商品が最近出ま
して、化繊の汚れがしっかり落とせる洗剤でして。ヨガウェアって化繊でできていること
が多くて。そういう意味で、商品を紹介して反応を見ることもありますね。消費者の声を
生で聞くことができるので」 
 
アパレルの方の副業でも、本業とのつながりはありますか？ 
 
「販売スタッフの方向けにお手入れの仕方について講座を開いたことはありますね。私も
店頭に立ったことがあるので、実際にお客様にお手入れの仕方をレクチャーしたこともあ
ります。それにスタッフに教えることでレベルの高い情報をお客様に伝えていきたいとい
う思いもありますので」 
 
副業という経験を経て、ご自身で一皮剥けたと感じますか？また、今後も本業と副業とい
う働き方を続けたいと感じますか？ 
 
「それは感じますね。どちらも続けていきたいか、という点では続けていきたいですね。
もちろん、ジョブローテーションで今の PR の仕事ではなくなる可能性もあります。ただ、
そうなっても今は前向きに仕事に取り組めると思います。もちろん、余程つまらないと感
じた時は別だと思いますけど」 
 
それは、今ヨガインストラクターという心の拠り所があるからでしょうか？ 
 
「そうですね。今は i 社の仕事とヨガとアパレルという３つが、自分の中でいいバランス
となって作用しているのだと思います」 
 
 
